
令和８年度徳島県防災訓練大綱（概要）
県が実施する防災訓練の基本的な考え方や重点的に取り組むべき内容を定めた基本指針

（１）能登半島地震等の教訓を踏まえた災害対応力の強化
（２）実践的、効果的な訓練の実施
（３）事前学習の重要性
（４）多様な主体が参加する訓練の実施

（１）広域かつ総合的な防災訓練
令和８年度徳島県総合防災訓練
徳島県ＣＰＸ（徳島県総合図上訓練）

具体的なシナリオに基づく「県災害対策本部運営図上訓練」
県域を越えた地域ブロックにおける広域防災訓練 等

（２）能登半島地震等近年の災害の教訓を踏まえた防災訓練

【助かる命を助ける】
県民一斉防災行動訓練「とくしまシェイクアウト」（9/1防災の日）

津波一斉避難訓練（11/5津波防災の日）

災害時情報収集・伝達訓練

大規模地震発生時医療活動訓練

道路啓開訓練 等

【助かった命をつなぐ】
避難所ＱＯＬ向上実践訓練
• 住民主体の避難所運営訓練

• 避難所トイレ対策検証訓練 等

車中泊避難場所運営モデル検証訓練

「福祉避難所」設置・運営訓練

【早期の「復旧・復興」】
災害廃棄物処理訓練

官民連携による被災者支援訓練

企業・団体における安否確認訓練

市町村等における防災訓練
• 市町村や学校等への技術的助言

フォローアップ等の実施
• 本大綱に基づく、計画的かつ確実な防災訓練の実施

• 実施内容のフォローアップ、翌年度訓練大綱への反映

県や防災関係機関における組織体制の機能確認、評価等による実効性の検証
防災関係機関の役割や対応方策の確認、多様な主体との連携強化

（３）その他、最近の施策の進展や社会状況の変化等を踏まえた訓練
「南海トラフ地震臨時情報」の発表を踏まえた対応訓練

「新災害時情報共有システム」習熟訓練

石油コンビナート等総合防災訓練

重大交通事故等による「救助・救出及び負傷者等対応訓練」

（４）「県庁ＢＣＰ（業務継続計画）」の実効性検証訓練
初動要員参集訓練

安否確認訓練
災害応急対応を支えるライフライン確保等対応訓練

県庁受援体制の強化訓練

（５）防災関係機関等相互の連携強化
（６）男女共同参画及び要配慮者の視点に立った訓練の実施
（７）デジタル等新技術の活用
（８）訓練の客観的な分析・評価の実施

計画等の脆弱点や課題の抽出、継続的な改善・見直し
住民の防災意識の高揚と知識の向上を図る機会

津波避難訓練救助・救出訓練

避難所運営訓練

徳島県ＣＰＸ

防災訓練の目的

基本方針

徳島県における防災訓練

総合防災訓練


